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藤
田　

千
代
ち
ゃ
ん
、
よ
う
や
く
今
年
も

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
だ
ね
。
法
人
化
し
て

３
年
目
に
突
入
す
る
今
年
度
は
、
勝
負
の

年
に
な
る
か
ら
頑
張
っ
て
ね
。と
こ
ろ
で
、

千
代
ち
ゃ
ん
は
う
ち
に
来
て
か
ら
何
年
く

ら
い
経
つ
？

千
代　

最
初
に
来
た
の
が
大
学
３
年
生
の

こ
ろ
で
、卒
業
後
３
年
間
は
ア
ル
バ
イ
ト
、

も
う
７
年
目
で
す
よ
。
そ
れ
に
し
て
も
早

い
で
す
ね
、
す
ご
く
短
く
感
じ
ま
す
。

藤
田　

ア
ル
パ
カ
フ
ァ
ー
ム
を
始
め
た
年

か
ら
来
て
く
れ
て
い
た
も
ん
ね
。
と
い
う

こ
と
は
、
パ
ー
ト
の
上
田
さ
ん
や
長
谷
川

さ
ん
も
、
そ
れ
く
ら
い
経
つ
ん
だ
ね
。

伝
法
院　

藤
田
社
長
、
千
代
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
！

藤
田　

先
生
、
突
然
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は

珍
し
い
で
す
ね
。
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？

伝
法
院　

今
日
は
近
く
で
勉
強
会
が
あ
り

ま
し
て
、内
容
が
「
労
働
契
約
法
の
改
正
」

と
い
う
結
構
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

藤
田
社
長
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
伺

い
ま
し
た
。

藤
田　

そ
れ
は
そ
れ
は
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
労
働
契
約

法
の
改
正
っ
て
農
業
経
営
に
関
係
あ
る
ん

で
す
か
。

伝
法
院　

え
え
、
経
営
者
な
ら
考
え
ざ
る

を
得
な
い
問
題
で
す
。
簡
単
に
概
要
を
説

明
す
る
と
、
有
期
雇
用
契
約
の
期
間
が
通

算
で
５
年
間
を
超
え
る
と
、
従
業
員
か
ら

無
期
雇
用
契
約
へ
の
切
り
替
え
の
要
望
が

あ
っ
た
場
合
に
断
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
い
う
法
律
が
平
成
25
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
ん
で
す
。そ
れ
か
ら
数
え
る
と
、

来
年
の
４
月
１
日
が
ち
ょ
う
ど
５
年
な
の

で
、
こ
の
一
年
間
で
の
準
備
が
重
要
に
な

る
ん
で
す
。

藤
田　

な
る
ほ
ど
。
例
え
ば
、
う
ち
の
農

園
で
い
う
と
、
上
田
さ
ん
や
長
谷
川
さ
ん

は
、
も
う
７
年
目
だ
か
ら
対
象
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
う
ー
ん
、
で
も
困
っ

た
な
あ
。
上
田
さ
ん
は
子
育
て
中
だ
か
ら

15
時
ま
で
し
か
い
ら
れ
な
い
し
、
長
谷
川

さ
ん
は
お
米
の
収
穫
の
時
期
以
外
は
今
の
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法
人
化
３
年
目
を
迎
え
た
ア
ル
パ
カ
フ

ァ
ー
ム
。
パ
ー
ト
の
な
か
に
は
、
農
園
開

設
以
来
５
年
以
上
に
わ
た
っ
て
働
い
て
い

る
人
も
い
る
。
そ
こ
で
持
ち
上
が
っ
て
き

た
の
が
「
改
正
労
働
契
約
法
」
へ
の
対
処
。

雇
用
形
態
に
つ
い
て
今
か
ら
準
備
を
進
め

て
お
か
な
い
と
…
…
。

今
回
の
キ
ャ
ス
ト

社
長

藤
田 

匠
、
社
員

西
園
寺 

千
代
、
社
労
士

伝
法
院 

千
里

と
こ
ろ
ま
だ
雇
用
す
る
余
裕
は
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

伝
法
院　

ち
な
み
に
、
今
は
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
の
方
は
雇
っ
て
い
ま
す
か
。

藤
田　

い
い
え
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
は
、

こ
れ
ま
で
に
千
代
ち
ゃ
ん
だ
け
で
す
ね
。

夏
場
に
近
く
の
大
学
の
子
た
ち
が
お
手
伝

い
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
。

伝
法
院　

そ
う
で
す
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ら
雇
用
契
約
は
結
ん
で
い
な
い
で
す

し
、対
象
に
は
な
ら
な
い
で
す
ね
。
た
だ
、

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
に
関
し
て
も
、
今
回
の

無
期
転
換
の
ル
ー
ル
の
対
象
に
な
る
の

で
、
そ
の
点
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
ね
。

藤
田　

そ
う
な
ん
で
す
ね
、
今
年
は
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
の
雇
用
も
検
討
し
て
い
る
の

で
、
頭
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

人
数
が
少
な
い
か
ら
必
要
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
規
則
を
決

め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
く
な
り
そ
う
で

す
ね
。

伝
法
院　

そ
の
と
お
り
で
す
。
今
の
う
ち

に
、
早
め
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
ね
。

今回の執筆者

藤
ふ じ

田
た

 拓
た く

哉
や

㈲人事・労務　
行政書士／
特定社会保険労務士

㈲人事・労務にて、社会保
険労務士・行政書士として法
律的な観点から、農業分野を
中心に活躍。特に、農業の
特性を踏まえたマイナンバー制
度対策や、農地法に関連する
手続きのサポートに定評があ
る。コラム「今後の日本の農
産物の海外市場への輸出可
能性を考える」なども執筆。

今から備える
「改正労働契約法」
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いていない期間が6カ月以上であればクーリング期間
として扱われます。要するに、通算5年間の契約期間
を経るまでの間に、半年未満の契約（半年間契約が切
れている状態）を挟むことで、法改正による無期労働
契約への転換の対象にはならない、ということです。
無期転換のルールでは船員、公務員、同居の親族の
みを使用する場合だけが適用除外となっています。適
用除外に記載のない学生アルバイトや外国人労働者
も、ルールに則って有期雇用から無期雇用への転換を
申し出る権利を有しますので、ご注意ください。

無期労働契約や正社員としての雇用の方が珍しい、
農業の業界。しかし、地域における主幹産業として、
多様な労働力の受け皿としての役割も、農業の大切な
側面です。
「働き方改革」「ダイバーシティ経営」（※2）を掲げ、
多様な人材、多様な働き方を設け、持続可能な働くカ
タチを目指す時代。今回の法改正を押さえ、農業経営
の発展の一手、雇用計画を進めてもらえればと思いま
す。「働き方改革」の必要性が年々高まっている一方で、
そもそもの労働力不足、採用難で人材不足に陥り、次
の一手を打ちかねている農業経営者も多く見られま
す。これまでのような「フルタイム・正社員」が当た
り前な時代は終わり、近い将来、非正規社員・多様な
働き方が中心となる企業は益々増えてくるでしょう。
その来たるべき未来に向けて、これからすぐに備えて
いく必要があります。

※1：�無期労働契約は、一般的に「正社員」と混同されがちだが、期間
の定めのない労働契約を交わしているパートのことを指す。

※2：�ダイバーシティ経営とは、人材（性別、世代別、障碍の有無、国
籍）や雇用形態などの多様性を尊重し、活かすことで組織の成果
につなげていこうとする理念や手法。

最近、「労働契約法」の改正が、話題になっています。
平成25年４月１日以後に開始する「有期労働契約」
を対象として、同じ使用者（雇用主）との間で、有期
労働契約が「通算５年」を超えて何度も更新された場
合は、被雇用者からの申し込みによって、使用者は「“有
期”契約労働者」を「“無期”労働契約」（※1）に転
換しなければならない、というものです。
農業経営者の方々から、「雪がたくさん降る地域だ

から冬場は仕事がないんだよ、そのぶん夏場は誰より
も働くね」というお話をよく聞きます。農業は季節性
が強いため、契約期間の定めのない雇用契約を結ぶこ
とは難しいでしょう。そのような背景からも、今回の
労働契約法の改正は農業経営に大きく関わってきま
す。
先日、北海道稚内市の就農2年目の女性の農業経営

者から、「農の雇用事業」に関するご質問でお問い合
わせをいただきました。話を聞いていると、今期は直
接契約が決まり、売上が上がる見込みとのこと。いよ
いよこれからだということで、「人を雇用して農業経
営を展開していこう！」と意気込んでいたのですが、
農地は雪深い日本最北端の北海道。1年の半分は農作
業がない現状なので、どうやって通年で仕事を創り出
そうかと頭を悩ませていました。「まずは、地域の働
きづらさを抱えた女性や高齢者をパートタイマーとし
て雇い入れたい！　地域に雇用を生み出したい」と、
力強い声でお話しされていました。

契約期間が「通算5年」という要件ですが、クーリ
ング期間（働いていない、契約が切れている期間）が
ある場合、クーリング期間以前の契約期間は通算され
ず、クーリング期間以後の時点から通算することにな
ります。通算する契約期間が1年以上の場合には、働

▶ ５年以上働けばパートでも無期契約に！ ◀

▶無期転換ルールの適用除外

▶ダイバーシティ経営の時代

■改正労働契約法  アルパカファームの場合

上田さん 長谷川さん

【15時までのパート】

勤務時間は特に関係ない。短時間勤務でも、正社員でなくても、
契約期間の定めがない雇用であれば、無期転換ルールの対象外。
現状１年ずつ契約を更新しているが、藤田社長は雇用契約を切
るつもりが全くないので、無期雇用契約に転換する方向で検討
している。

【年間 4カ月だけの雇用契約】

「クーリング期間」が適用できる可能性あり。
そのため藤田社長としては当面現状維持の意
向らしい。


